
1 （厚木市）都市公園の長寿命化と安全・安心な公園づくり

平成24年度　～　平成28年度　（5年間） 厚木市

・安全･安心対策を行い、荻野運動公園の利用者を363,058人／年から410,000人／年に増加する。
・長寿命化計画を策定した公園を0.9％から34％に増加する。
・安全・安心対策を行った公園を0箇所から63箇所に増加する。
・長寿命化対策を行った公園を0箇所から30箇所に増加する。

（H24当初） （H24末） （H28末）
荻野運動公園における利用者数を調査する。

長寿命化計画を策定した公園数を調査する。(計画策定公園数÷市内都市公園総数＊100)

安全・安心対策を行った公園数を調査する。

長寿命化対策を行った公園数を調査する。

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H24 H25 H26 H27 H28

1-A-1 公園 一般 厚木市 直接 厚木市 222

1-A-2 公園 一般 厚木市 直接 厚木市公園施設長寿命化計画策定調査 厚木市 40

1-A-3 公園 一般 厚木市 直接 厚木市 厚木市 264

合計 526

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

合計

番号 備考一体的に実施することにより期待される効果

交付対象事業

全体事業費

0箇所 30箇所

397,657人／年

社会資本総合整備計画（市街地整備）

定量的指標の現況値及び目標値

計画の名称

交付対象

厚木市には、平成24年4月現在で公園が223箇所あり、その大半が供用開始から20年程となっている。
市街地にある公園の地域に密着した空間は、災害時における市民の安心安全を確保する上で重要で有効な避難場所になり得ると考え、防災機能を高めた安全・安心対策を実施し、いつでも誰でもが安全で安心して利用
できる公園の整備を目指す。
そこで、施設規模の大きい荻野運動公園から改修工事をし、快適な施設を提供することにより利用者の増加を促進する。
また、引続き公園施設の長寿命化計画策定を推進する。
さらに、公園施設に係るトータルコストの低減を図りながら、公園利用者の安全安心を図るため、公園施設長寿命化対策を推進する。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式

計画の期間

平成26年3月28日

計画の目標

事業者

厚木市都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業

事業者

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

Ｂ

厚木市公園施設長寿命化対策支援事業

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

（延長・面積等）

要素となる事業名

Ａ

公園施設の改築・更新　63箇所

要素となる事業名

事業者

厚木市

番号

番号

厚木市

一体的に実施することにより期待される効果

526百万円

鳶尾峰公園外29箇所における遊戯
施設等の改築・更新　30箇所

備考
最終目標値中間目標値

効果促進事業費の割合

市町村名
（事業箇所）

0箇所

401,000人／年

H25末現在公園数　228箇所

全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度）

全体事業費
（百万円）

Ｃ526百万円

63箇所

全体事業費
（百万円）

市町村名

事業内容

要素となる事業名

長寿命化計画策定　76箇所

事業内容

市町村名
港湾・地区名

0.0%

363,058人／年

当初現況値

0.4%

0箇所

1箇所

34%0.9%



市街地整備

計画の名称 1 （厚木市）都市公園の長寿命化と安全・安心な公園づくり

計画の期間 平成24年度　～　平成28年度　（5年間） 厚木市

計画図

総合公園 1 箇所
運動公園 1 箇所
地区公園 1 箇所
近隣公園 3 箇所
街区公園 57 箇所

総合公園 1 箇所
運動公園 1 箇所
地区公園 1 箇所
近隣公園 3 箇所
街区公園 70 箇所

運動公園 1 箇所
近隣公園 1 箇所
街区公園 28 箇所

交付対象

1-A-1 厚木市都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業

1-A-2 厚木市公園施設長寿命化計画策定調査

1-A-3 厚木市公園施設長寿命化対策支援事業


